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【出願番号】特願2013-193206(P2013-193206)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記少なくとも１つのアンテナと信号通信(signal communication)する受動的なＲＦＩ
Ｄ装置であって、前記少なくとも１つのアンテナで受信された読み取りパルス(read puls
e)に応答して、前記少なくとも１つのアンテナを介してＲＦＩＤ識別(identification)情
報を提供するように構成された受動的なＲＦＩＤ装置と、
　前記少なくとも１つのアンテナと信号通信する受信機と、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して、他の装置から警報信号を受信し、当該警報
信号が、警報識別情報を含むものであり、
　　前記警報識別情報が前記ＲＦＩＤ識別情報と一致するか否かを判定して、前記警報信
号が、前記装置のためのものかを判定し、
　前記警報識別情報が前記ＲＦＩＤ識別情報と一致する場合、警報信号を生成するように
構成された処理装置と、
　前記生成された警報信号に基づいて警報を提供するように構成された出力装置と
　を備える装置。
【請求項２】
　ホスト車両に位置する(located on)装置であって、
　送受信機と、
　前記送受信機に結合された処理装置と
　を備え、前記処理装置は、
　前記送受信機を介して読み取りパルスを送信し、
　前記読み取りパルスに基づいて、受動無線周波数識別（ＲＦＩＤ）装置からの戻り信号
を受信し、
　複数の戻り信号に基づいて目標を追跡することによって、前記戻り信号によって識別さ
れる当該目標が前記ホスト車両との衝突コース(collision course)上にあるか否かを判定
し、
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　前記戻り信号が識別情報を含むか否かを判定し、
　前記目標(target)および前記ホスト車両が衝突コース上にあると判定された場合、警告
信号を生成するように構成され、
　前記送受信機は、前記警告信号を送信するように構成され、
　前記警告信号は、前記識別情報が前記戻り信号(return signal)に含まれると判定され
た場合、前記識別情報を含む、装置。
【請求項３】
　少なくとも１つのアンテナで、読み取りパルスを受信するステップと、
　前記少なくとも１つのアンテナと信号通信する、受動無線周波数識別（ＲＦＩＤ）装置
で、前記少なくとも１つのアンテナで受信された読み取りパルスに応答して、前記少なく
とも１つのアンテナを介してＲＦＩＤ識別情報を提供するステップと、
　処理装置で、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して、他の装置から警報信号を受信するステップ
であって、当該警報信号が、警報識別情報を含むものと、
　　前記警報識別情報が前記ＲＦＩＤ識別情報と一致するか否かを判定して、前記警報信
号が、前記装置のためのものかを判定するステップと、
　　前記警報識別情報が前記ＲＦＩＤ識別情報と一致する場合、警報信号を生成するステ
ップと、
　　出力装置で、前記生成された警報信号に基づいて警報を出力するステップと
　を含む方法。
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